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	 理化学研究所 RIビームファクトリーにて、長寿命核分裂生成物 107Pd, 93Zr, 79Seの核変換反応測定を行な

った。新しく開発したOEDOビームラインを用いて低速のLLFPビーム(核子あたり20 ~ 30 MeV)を生成し、

これを測定に用いた。測定した反応は、(1) 107Pd, 93Zr核の陽子及び重陽子誘起反応、(2) 79Seの中性子誘起

反応の代用としての(d,p)反応、である。本講演では、実験の詳細と測定結果について報告する。 
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	 我々は、高レベル放射性廃棄物に含まれる長寿命核分裂生成物(LLFP)を短寿命化・安定化するための核

変換技術の確立を目指し、その基礎となる核反応データの取得を行っている。理化学研究所 RIビームファ

クトリー(RIBF)では、LLFP 核を核子あたり約数百 MeV のビームとして生成することができる。さらに、

我々が開発した RI ビーム減速・収束装置「OEDO」の導入により、核子あたり約数十 MeV の低速 LLFP

ビームも生成できるようになった[1]。本講演では OEDOを用いて得られた、(1) 107Pd, 93Zr核の陽子及び重

陽子誘起反応、(2) 79Seの中性子誘起反応の代用としての(d,p)反応、の測定結果を報告する。 

	 実験の詳細および予備的結果の一部は、

[1, 2]にて報告されている。例として、107Pd

の陽子誘起反応測定の予備的結果につい

て TALYS 計算との比較を図 1 に示す。得

られた実験値(105,106Ag および 106Pd の生成

断面積)は、TALYSでよく再現されている。

断面積が小さいと予想されるその他の核

種についても、現在、詳細な解析を進めて

おり、実験値を確定する予定である。本講

演では、最終的な結果を報告する。 

	 本研究は、総合科学技術・イノベーショ

ン会議が主導する革新的研究開発推進プ

ログラム(ImPACT)の一環として実施した

ものです。 
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図 1 : 107Pd + p反応による反応生成物の断面積 
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